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 審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は、ガイド波の一種であるラブ波を対象である基板上膜面へ伝搬させ、その伝搬特性をレー
ザドップラ振動計で測定することで、基板上膜面の材料物性を計測する手法の確立を目的としてい
る。これまでにも、ラブ波を用いる基板上膜面の物性計測に関する研究は存在したが、実環境での利
用を想定した計測手法は提案されていないことなどから、レイリー波やラム波など、他のガイド波を
用いる材料物性計測手法に比べ、あまり活用されてきたとは言いがたい。そのような現状にあって、
本論文では、レーザドップラ振動計を用いて、基板上膜面において観測される振動分布よりラブ波の
進行波だけを計測するシステムを考案し、実利用環境においてラブ波の波動的特性から、基板上膜面
の供試体の弾性特性を計測する手法を提案しているという点で独創的であり新規性が認められる。 
また、本論文は、測定対象である基板上膜面それ自体が、ある条件を満たせば、表面近傍に波動の
エネルギーを局在させる作用を持つことに着想を得たものであり、それによって既に存在している層
状構造体の、表面層の剛性率や厚みを直接測定するプローブとしてラブ波が利用できることを見出
し、その有効性を実験により確認した点は特に高く評価できる。本論文の成果を発展させることで、
実環境における基板上膜面の材料物性計測の技術が確立され、非破壊検査等の工学分野への寄与が期
待される。 
【最終試験の結果】 
平成３０年１月２５日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
